
Ⅱ 美しさを大切にするまち 武蔵野 ～美しいまち、より良い環境づくり～ 

武蔵野市の美しさは、緑の豊かさと市民の健康な心身に由来する。その二つが安心、安

全のコミュニティを生み出してきた。また、武蔵野市は、その美しい環境を守るために、

これまで数多くの環境施策を行ってきた。 
 今回のサラリーマン会議では、活力ある武蔵野づくりの一環として、「美しさを大切に

する」まちづくりについても議論を重ねた。緑被率を高めることと緑を大切にする教育が、

結果として平和で安全なまちづくりにつながると考えた。また、環境を大切にする姿勢が、

市外からの人の流れを生み、経済の活性化にもつながるのではないだろうか。 
 自然環境と調和し、互いに思いやりをもつ「美しさ」を大切にするまちづくりを目的と

して、以下の提言を行う。 
 

〔提言 1〕 緑被率向上の施策をより一層積極的に推進し、魅力あるまちづくりを行う。 

 

武蔵野市を緑多きまちにすることで、自然と調和して生きるライフスタイルを推進

できると考えた。そのためには、公園増設等による緑被率の向上のみならず、商業地

区への緑化も積極的に行う必要がある。特に駅前の緑化は、武蔵野の豊かさを象徴し、

殺伐としかねない商業地区を行き交う人々の心を癒すだろう。また、緑と調和するま

ち並みは、人々を心身ともに健康にし、活力ある市民を育むであろう。 
そこで、次のとおり具体的な施策を提案する。 

 
施策提案 

① 吉祥寺、武蔵境各駅前のデザインに緑を取り入れてリニューアルを行う。 

② 屋上緑化を行う事業主、家庭に対して助成を行う。 

③ 公共建物の緑化をさらに推進する。 

④ 舗装道路の中央に可能な限り緑地帯をつくる。 

※雨水の確保や土壌の維持と、地球温暖化の抑制を目的とする。 

⑤ フラワーロード構想（通りごとに、コスモス、チューリップなど種類を決めて植栽

する）を具現化する。 
※この構想では、市民などから印象的なデザインを募り、まちのシンボルとなるような植栽

を効果的に行う。また、その植栽は、まちの次世代を担う子どもたちの協力を得て行い、

環境教育の一環とする。これにより、環境を中心に据えたコミュニティづくりの一助とな

るであろう。 

⑥ 観光等の観点からも電線の地中化や看板の統一的なデザインなどトータルな景観を

重視した魅力あるまち並みづくりについて研究する。 

 
 



〔提 言 2〕 ごみ排出量の減量を強力に推進する。 

 
現在、武蔵野市民の家庭から出るごみ排出量は横ばいの状態である。しかしながら、

経済的な発展の担い手である事業所から出るごみは、景気の動向に左右されるものの、

かなり増加している。この点について、各事業所に対して、排出するごみについてのさ

らなる改善・教育が必要と思われる。つまり、事業主が、世界各地で試みられている「ご

みゼロ社会」「循環型社会」の実現に向けた取組みに参画しやすい社会システムが求め

られているのである。社会的な追い風としては、食品リサイクル法、容器包装リサイク

ル法などの環境基本法があり、武蔵野市としても一層の取組みが必要とされる。 
そこで、次のとおり具体的な施策を提案する。 

 

施策提案 
① 家庭へのコンポスター設置を推進する。 

※普及が進まない事情も承知しているが、コンポスターの改善などと並行してさらに普及に

努めることとする。 

② 事業所向け ISO14001 取得、グリーンパートナー制度への参加を推進する。 

③ 生ごみの肥料化を図る。 

④ 小学生に対するごみ減量教育を行い、ごみ排出問題の重要性を入り口の段階から認

識させ、ごみ問題の解決の糸口とする。 

⑤ 商店の包装のスリム化と購入者側の意識を改革する施策に努める。 

⑥ 分別しやすいような包装資材の規格化について、メーカーに働きかけるよう国に提

言する。 

 

〔提言３〕 自転車の利用及び環境と調和した活力あるまちづくりを推進する。 

 

ＣＯ2 を出さない自転車の利用は、活力ある武蔵野、つまり、まちの活性化と自

然環境維持のために、不可欠な要素である。人々の足としての自転車は、市民が道

端や街中で触れ合う機会を生み出している。しかしながら、放置自転車や運転マナ

ー等、自転車に関する問題は山積しており、解決への取組みは今後も継続する必要

がある。そこで、自転車の利用にあたって、マナー向上のためのルールづくりを進

める。 
まちの自然環境と調和し、かつ活力あるまちづくりを推進していくために、自転

車の利用に関するルールづくりを図るため、次のとおり具体的な施策を提案する。 
 
 
 
 



施策提案 

① 自転車運転マナー向上のための講習会を開催する。特に、自転車駐車場登録者を

対象に開催し、マナーを習得する市民を増やしていく。 

② 商業地区における放置自転車の追放を図り、自転車駐車場の官民同一料金化を図る。 

③ 自転車購入時に販売店で自転車駐車場マップやマナー啓発チラシを配布する。 

④ 可能であれば自転車専用道路を有するスリースタイルロード（歩行者、自転車、

自動車の順に優先される道路）を整備する。 

 
 

 
 


